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電源立地促進財政の地域的展開

清　水　修　二

i．原子力立地と地域振興一課題の設定

　原子プ3発電霧と地壇建ないし地方財致との毒〉オ》わ

弩についてはすでに多くの講査・分析が量に鐵て

お融，建論的にいえば大方の論点は淡着済みと善

ってもいいくらいである。原子力施設癖地域にも

たらす経済葡果には瞬駿な眼界があむ，その銀界

を突破する趣旨で発達した財政麟度にもまた憑け

られない眼界が存役するというのが，今蔭の一般

的知見である．これ，は原子力露発に賛成すると反

僻するとを縫わず，一定の科学的綾討を経るなら

ば必ず到達すると蓼あえずの結論である，ただ，

ある者はそこから原子力立地に頬する否定的見解

を引き饑し，飽の者はその霞葬を克織する方途を

あくまで探ろうとする，という差はもちろんある。

しかも難題の理論的な解絹の進捗麹簿にかかわら

ず，原子力立地は進展したり諄類した鞍と，翼突

童舞で生きて動いているのである。基幹エネノレギ

ーの供給分野である原子力弾発においては，事実

の進行を獲論が後追いする，もしくは礫1論の成否

と無難孫に事実ぶ進行する傾陶が強い．電源立地

促進財政難度撰時を経るごとに獲論的矛盾を深め

ていくのは前者の纒であ惨，立地熱果の鰻暴論が

建立されながら依然として楽観的な雛発政策が繰

返し打ち墨されるのは，後者の溺である．

　橿島県双葉町議会がig綴年9肩25馨に上げた

「原発増設誘致決議」はある惹喋で象籔的であっ

た．東京電力の原発2基をかかえる双葉町は牽数

年にわたって多額の原発関連駿入を享受してきた

が，姫鱒年度に普選交付税交付毯体に逆戻参した

ことを契機に焦燥感を募らせ，チェルノブイ夢原

発事故鉄案蟹内の地方公共馨誌としては勧めて，

久びさの誘致談議を行なうに至った。淡議は震う，

F双葉町は……睡家的捜命の中，全国有数の電力

盤給墓地の一翼を縫い電力の安定僕給と地域経済

の進展に大きく貢蔵しているところであ吟ます。

　・この原子力発電漸建設を大きな契機として，

生活諸基盤の整備も進み，また，十数年にして盤

渓所得も寮内最上位に躍進し，経済のみならず教

育・文乾・医療・交通・産業等すべての藤で大き

く驚躍発展を遂げてまい鞍ました。しかしながら

原子力発電辮の建設も終了し，昭秘鎗年度に講定

されました電源三法交付金簿1度の適鐸銭〉．当駒「で

は昭鞍§2年度で終蓬符をうち，また，大橋模養劫

資産税敬入も昭秘58年度をピークとして年々減少

の一途をたど鯵厳しい財政運営になってお瞬ます．

　・◎よって双葉舞議会は，今後更に東窟電力株式

会縫揺蕩第一原子力発電新の双葉野敷地内余語地

を活篤し，原子力発電勝の塔設を望むところであ

瞬ます．」原発の新橋立地撰行きづ裏っている饗

状の下で，疑設地域尋こおける増設と》・う方法に望

みをかけようとする電力企業や政癖にとってみれ

ば，これは待望久しい地竣の声といえるだろう。

しかし，この淡議は講刃の蚕慧である。原発誘致が，

少なくともこの双葉町では，地駿を麹律的発展の

軟道に乗せる契機た馨得なかったことをそれは天

下に表隣したことになるからである。したがって

当の淡議は，今後の新焼の原発立地に蝶しては一

定の艷書要獲として働くことになるだろう．駿

府・電力織は，愛糞政治の舞台では双葉町の決議
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を歓達しながら，縫方で立雛政策の遷論を麗麗す

る舞台においては双葉瞬を…種の反嚢教麟として

否定的に擾わざるを得ない立場に臨るに権違ない。

ここでも再び，遷論と聡実の震露な霧離が生じる

わけである。r地域振興を籏鐸欝こした原子力立地葺

という政策そのもののはらむ矛繧の，これも董つ

のあらわれにほかならな》、。

　電源立地の最大のPA（パブ夢ック・アクセプ

タンス／手段が馳壌振劉であるという事権は

今後とも変わらないだろう。しかし．電源立地と

地域振興との連縫のあむ方については，遷論的に

も集銭的にも大纒な見直しの迫られていることは

明臼であるように、懸われる。駿府は電源麗発促進

最策特懸会計に新たな補勤金を麟殺するという往

来パターンの鷲策を打ち鐵しているが碁，こうし

た方策の積み重ねが緯題の根；本的解淡につながる

ものでないことは駿府部晦でも十分認識さ轟てい

るはずである．むしろ，このような補勧金支給が

あたかも電源立地の最大の利点であるかのように

見る地域糖の受けとめ方にこそ擾深い聡題藤ある

ことを，今馨では政驚鋸もよく知っていると考え

るべきだ。それどころか，補豹金政策§体が地域

の内発的発展のエネルギーを萎縮させる要獲にな

っているとの評懸さえ，そこでは一般的にな蓼つ

つあるのではないかと憶灘されるのである。にも

かかわらずなお溝態依然たる補勧金鷲策ぶ展雛さ

れるのは，電源立地という爆発的インパクトを地

域の内発力につなげるに足る能力と条件とが，当

該地域の中で成熟するであろうとの見通しを中央

政府が持てないでいる証越である。

　さて，原子力施設（原発／立地と地域の翼題に

絶する過去の諾調査・醗究の到達点を整窪し，こ

こでの醗究の議題を瞬らかにする惇業が必要であ

る。関連する文献は本稿末尾に掲げたとお鯵少な

くない摂，これまで最も精力的・系統的に，かつ

醸額の費濡をかけてこのテーマに取り経んで棄て

いるのは舞本原子力産業会議である。溺稿でみた

ように2》，原産会議は電源立地鍵進政策の形蔵・

展灘遜程で主導的な役割を果たしてきた，いわば

露玉線の当事者である．原産会議の調査・醗究の

エッセンスは笹生仁編著『地域と原子力蓋（実業

公鞍鮭，欝85）の一書に集約されている．が，ま

ず華ま鷺題の翫在を遷i論的に最も蟻的に整理したも

のとして財懸法人政策科学瀦究藪多地域携エネル

ギーコストの地域覇発動集に麗する調査書（鎗叙．

3〉に触れておこう3｝．

　電源立地が地織の恒久的振興紅結びつかないと

される懇題につき，政策科醗報告書は構題発生

の基本要霞達として3点を挙げる。第iがエネル

ギー基地立地の特殊性である．雇罵や財鼓の効果

が施設稼動後に急速に減衰するのみならず馨連産

業の誘発効果も弱くまた下請企業も育ちにくい。

した漢って立地劾桑は持続性に欠けることになる．

第2は国の趨策薄徳の鞍鼻で，と吟わけ電源三法

システムが立地後あるいは匿交付後まの展望を脅

していないことや低議長段灘における地域振興の

課題にこたえ得ていないことが述べられている。

第3は地域の歓会経済基盤の麗弱牲という地域自

体の覇題である．経済的蓄積の乏しいことに換え

て，たちおくれている娃会基盤・生活基盤への後

姿に財漂の多くが畷毅されてしまうといった簿灘

も鮨摘される。以上3つの要羅解権互に縫達し合

ったギ繋題登生の簿遺墨は次のよう1こ要約される．

「立地や三法交欝金は，地域振興そのものを代替

するもので鍮なく，その勃果1こは嚢ずから鰯約が

あった．もともと経済基盤の弱い後進地域にあっ

ては，その後進盤i癖えに立地のインパクトを劾栗

的に受けとめていくという点で弱点があ参，簸域

のポテンシャルアップにつなげていくことができ

なかった。このためラ施設建設後の雇罵水準，行

財政：水準等は再び低下し，『立地後露の簡題に直

聾することになったのである．こ蕊らの縫題は，

集約す轟ぱ，いわゆるゼ立地幾果の一遍軽薄とい

うことになろう。ただし，その要霞は単に，エネ

ルギー基地立地の特性にのみ帰すべきもので1まな

く，以上の講造の中に求められるべきである。茎

（鞭告書即．董鍵一婚2）

　ギ基本饗懸のうち第i点は発電辮立地のいわ

ば宿命であって，それ趨捧｝ま舞舞ともしがたい性

質の事構である．第2点にかかわって鞍告書は，

電源三法ぶ麟定された峯時の時代釣鰯約，すなわ

ち工業の趣方分散政策に沿い企業誘致をすすめる
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電源立地促進鱗致の地域的麗麗 織3〉

ための勃的基盤孟施設整備を行なうという，簸載

振興のいわば高度成長型イメージに規定されてい

たとの見方を示している．したがって三法に換え

られたその後の種々の手澄しを，紙成長型地域振

興モデルヘの適応の遍程と見ているようである、

第3点は原発が過疎立地型である銀瞬憑けられ、な

い羅題だ麟，施策薄象の広酸化によ疹これを解決

する方講が提趨されている。騒懸醗材の纏域ポテ

ンシャルの抵さを籠域の拡大によってカバーする

という発想である。

　電源三法の評懸および広酸化の勤果はともかく

として，鰯題発生の基本構造葺は誤鯵なく捲握

されているものと、懸う。もっとも，この軒基本購

造まは（電瀬三法紅まつわる論点は無論除き〉す

でに簿総年代末驚に漠然としてではあれ認識され

ていた麟．酸策稗醗の鞍告書は，いってみれば6§

年代のヂ予見王を8§年代のギ与件葺として確認し

たのである．

　欝84年に嚢本原子力産業会議がまとめた『地域

社会と原子力発電翫一一立匙開題懇談会地域調査

専醗委員会報告書雲は，原発立地が地域鮭会に与

えた影響を轟轟・美湊・玄海3嬉点の講査をもと

に分析したものである．集落レベルにまで調査の

手を紳ぱし，縫会構造の変髭をやや綿密に麺握し

ている。すなわち橿鶴地区の場合，原発工事の雛

始とともに伝統的集落機智の存立条件が嶺れ鐵し，

共同労働経織も薄霧威逼程に入る、伝統的機智に

代わって町や電力会縫からの働きかけによる集落

活嚢が麗麗され．集落の海藻でも新たな其濤捧的

統合が形成され，ていったのである。地竣農業も兼

業の増大につれて再藻成される。経営規模を拡大

して専業化をめざす屡と二種兼業化ないし離農す

る屡との二極分解撰進行する．大熊町では工事麗

始に先行して農業基盤整備が行なわれ，この再鵜

遍程をスムーズにすると購時に労働力喪失による

生産力低下を露遷することに貢激したとされてい

る。建設業の場合は原発工事を契機垂こ進慰した企

業のいくつかが工事完了後も現地に残留・独立し，

企業閣競争の激化という結果を生みだした．蕗業

の変化についてみれば，舞り1・売業への影響が小

さい辛面飲食業ばか穆は顕著に膨張する．また溝

費活動が広域死し翼纒琴品を中心1こ地元購買率は

減少を来している．一以上が，農業地域である

橿島地区の場合に見られた地域歓会・産業講造の

変牝の機要である．ダ内発的努力葺として評簸さ

れ，ているのは．上達の先行的農業基盤整備，財

政調整基金の麟設，スポーツセンター運営鶴会

　（第3セクター／の設立（いずれも大熊町〉であ

る濁．

　このような調査を踏まえて原産会議が原子力地

域振興にどのような課題を設定しているか，離掲

艶域と原子力遷によって見てみよう．講書にお

いて笹生仁は，政策体系としての電源三法の牲整

を，産炭地駿政策および新産業都市・工業特懸地

裁政策との艶較考察を還して論じている。すなわ

ち後者においては鰐象地域の全般的な振興整備計

醸が策定されるのに対し，離者（電源三法〉の場

合は公共駕施設に鰻定した整備群雨にとどまむ，

地域全般の振興整備とのかかわ瞬ま単なる醍鑑事

項としか位置づ雑られていないことが第i，煮．第

2に，電源三法は産屋法とともに，対象地域を基

本的紅は郵影響籔墨として設定してお静，地域振

興的な地域のとらえ方とは微妙なズレがある。最

後に，電源三法紅よる地域振興は通産省が専管的

に行なうことになってお彗，麗係省庁の主体的な

参撫を麟渡化することになっていない。かくて，

罫電源三法を幸心とする現行の電源立地政策は，

本質的にはエネルギー産業政策であ鯵，その需滑

な遂行のために立地地籔の振興整備といった地籔

政策的性格を緩み入れたもの」（講書β．82／であ

ることを．こ蕊らの事実は示しているとされるの

である．

　［電離三法隷もともと原子力立地開題を打絶す

るために鷺懸緒機翼からその立法が要請さ轟た経

緯があるが，法霧彗化に当たって火力，水力も簿象

に含めることとなったため，安全潮懸をはじめと

する原子力に特有な総題への耀慈が不予分な形に

おかれたということ潜まず捲摘される．交付金を

中心とする現行麟疫のもとでは．運爾後しばらく

の難問の後に羅の対幕は擬ね終了することとなる．

しかし，実際には施設の養駕甥驚をさらに超えて

施設の解体越分や数的姓廃棄物の魑理麩分解完了
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するまで，地域にとっての安全問題は存在し続け

るわけであ鯵，土地，海域などの基本的な霞然資

源の大親機；な農書が纒続されることになる。した

解って原子力立地は．大規模な施設であ瞬，立地

が長蟻薮こわたるえめ，経遜的な立地1講題という以

上の講造的な意味合いを帯びることとな蓼，地域

後会に講撫した，むしろその発展にも寄与する重

要な構成要素として，地域の将棄像のなかに緩

み入れる地織政策的な薄紅が不聾欠な課題とな

る。ま｛登．831ヂかかる馨題姓を踏まえた地織政策的

展望を絹確にしないなかでいたずらに麟歳策を強

化してゆくことはかえって綾羅に反撃給付的誤解

を生み，甘えの構造を助長し，結果的には地籔の

主体的悉志をスぷイルし．嚢主努力を埋設させる

ことをも招来しかねない。」ゆ．22鋳

　さらに笹i生民は，構想さるべき原子力地域計癒

の際立った特鍛として以下の4点を挙げる（難．

228老2§／．第iに「これほど額の確かな財源の裏

付けをもって趨蒼し得る地域振興整備謙露は飽に

なく」，それは確かに時鰻鑑の強いものではある

が，一般の計麟靉靆は十分にフォP一しうる欝源

であること．第2に，操業段購での雇罵や産業連

聡的鶴穏が蔽いので，ゼ纏のサイドからの霧発シ

ードを発握し導入してこれらをいかに霧み上げて

》・くかという点斜とくに重要となる窪ことである。

これは葬内発的な醗発努力まにかかる課題である、

第3には，地域縫会の急激な変髭への薄慈を含む

誹蚕であるということ．第4に地誠設定の開題だ

が，「影響縷域的な考え方と生活圏域的な考え方

の接合が纒られねばならない．ま広域生活難との

連係費二・一体徒1解必要とされ、る計蟹だということ

である。

　笹生氏の以上のような譲遠は，堤状垂こおける原

子力立地政策の鷺題点と課題み捲握として最も整

序さ蕊たものと言っていいだろう。電源地域振興

政策が雛域政策としての婁質をもたないことが，

そこでは嬬的に遠べられている、したがってそれ

が地域敬策として実動牲をもつためには電源三法

システムの鼓本的な転換が必要となる。罫麗行の

原子力諸法矯や電源三法の単なる手聾しによって，

その霞棲の達成は露難と見られる。舞本のいわ塗

るタテ割箸行政のなかで，霞が原子力醐発への

ぎ総合行政遭の発動を簸待するとすれば，謬原子

力施設地帯振興法盛（糎称〉のような特劉立法の

麟建によるの騨，もっとも適当な方法ではないだ

ろうか達（耀上幸一，購書欝、鎗21と害われている

のである。

　さて，こうした遷論献浅をおさえた上で，われ

われ，鉱どのような開題を嚢らに課したらいいだろ

うか。原子力立地に薄する往来の撰：舞納論稿は．

立地勤果が一過的なものであることを論証・実証

することにおおむね精力を籐けてきた．が，いま

や譲点を一歩先へ進める必要がある。立地効果の一

遺姓は今や鞍我の共通認識となってお離，醗題は，

それにもかかわらず敷然として原子力立地政策が

展開され．そ轟を受け入れる地域が存在するとい

う事実の方にあるからである．政策当局の立場で

誓えぱ，電源三法を楼とする電濾立趣促進システ

ムの部分的改良で事態が打麗できるか，それとも

、鉦達の主張のような新たな施策体系の立法鋤が必

要であるかという点に，当面の理論羅題は存在す

るであろう。原子力立地察・霧町村総の基本的要

求は後者であるから，その是霧を綴題にすること

には意殊がある。鎚来政府盛漏は新たな立法措置

をとることには淺縫的であったが．電源絹発調整

審議会（首櫓の諮問機縫〉に電源立地薄策検討委

員会を設置して新たな穣討紅入ってお馨（欝醗．

董2〉，縁石1が一定の転羅を見せる薄能性はある。

しかしながら新たな立法化潜実現するにせよしな

．いにせよ，電鯨三法によって構成されているf灘

発利益還元システム匪そのものが廃棄される璽籠

姓は全くない．実のところ新法灘とはいっても，

そこで購想されているのは・現行三法システムを

麟擾としてこれを幾幾的・広域的に補完する施策

をヂ通産専管」の枠を超えて行なおうとするもの

であ辱，実質的には三法システム改良の域を鍵な

いものと思わ翻る．逆にいえば，新法講ぶたとえ

実現しな継としても，新法舗が§撫すような立鏡

支援策はさまざまな方途で実質．と積み重ねら為て

いくであろうから，講者の籔薄葬まあくまでも報辮

的なものである．

　通常の事業藩主縫垂こよる鍵i域雛発と箆較した場

6



電灘立地鍵進毒蛾の地壇的震鰻 （撲5〉

合の電源立地によるそれの著しい特籔は，財政の

役割の大きさである。嚢律的経済ポテンシャルの

乏しい難域に，大きな経済的酸及劾栗の望めない

半面で地域縫会購造に澱変をもたらすような巨大

な疑穰投資が行なわれる事態に嬉し，財政ぶこれ

ほどの規摸で動員されるというのはこの覆の歴史

に繭擁がない。このようなことが行なわれるのは．

事がまさにエネルギーにかかわっているからであ

る．笹生仁らは原子力立地致策がr；本質的にはエ

ネルギー産業政策である達点にその濃霧をみてい

るが，こうした大幾摸な財政鑑：置がとられる遅羨

もまた，そ蕊が卦本質的にはエネルギー産業政策

である！からにほかならない。地籔致策が産業政

策に従羅して展騨されるのはわが霞の地域魏発史

のむしろ常道であるとはいえ，エネルギーという

経済の基幹を支える産業には賂幾の建直づけ潜与

えられる．エネルギー立地襲題が財政鵜題として

あらわ矛しる醒以である。

　電源立地財政を醗家財致政策の翼題として見る

なら，電源立懸綻進講策特騨会誕を嫁介とした一

種の都市・農村闘難政調整の講題としてそれをと

らえることができる．だがそれが鱗待遇蓼の講整

機能を果たし得るかどうかは，立地点における

　「地域難敵政策窪の成否にかかっている。財源を

再醍分したのみでは講整機能を果たしたことにな

らないのである．そして現実に生じている麗題は，

その罫地域難敵政策蓬が思わしい成績をあげるに

至らないということであ警，しかもその漂霞が必

ずしも地元公共灘棒の行政縫方の低さや努力不足

にのみ爆ぜられるものでなく，電源立地促進灘政

のあ穆方そのものに内在しているのではないかと

いう点に議議1は集約される．この悶の消息はいみ

じくも，「電源地域の振興整備は，究極的には国

の責務である∫という地方懸体（福島県〉綴の主

張に明雛に表理されている。ここには，財源確繰

をめぐる単なる駆引きとは区雛され、る一纏の麟銃

関係が露畿していると考だるべきである。

　地方公共麟鉢の灘からみて，ギ地織難敵政策淫

の鰻覇を隆害している纒度的欠蹄としては財源の

一遍性と交琶金の整途講罎とが通弼挙げられる。

交替金の使途欝綴は徐々に解醸されつつあるが，

雛源の一遍姓の方はその大部分が懸定資産税であ

る以圭増設という手段に訴えない鰻琴十分な講応

は無理である。したがって歳入の一遍的急贈・急

減を藪与として（いいかえればその点紅問題を解

消してしまうことは遷けて〉，難敵の地域的展麗

の罵籠性を縷試しなけ轟ばならない．その場合に

留意せね濾1ならないのは罫一遍的であるまという

ことの意駿についてである．原子力立地は地駿縫

会に広範な撰進変化をもたらすが，地方財政もま

た構造的な変化をこうむるものと推定される．一

遍的な歳入の激変ののちに，事態は淡して聴に

復するまわけではないのである。三法交付金で建

設された公共施設の維持警邏費負握の総懸として

それは健来から捲摘されてきたが，経費犠造の変

蓼暴ま一1馨綿密に麺握される必要ぶある。

　以上のような観点から，橿鳥県を事鰯として電

源立地縫進財政の地駿的展露をたど聾，地元公共

醜体の立場で見た地銭政策手段としてのその実動

性を験議してみたい．縷説の薄象となるのは，誤

通吟　（太平洋岸）電源地帯とむわ酵増設誘致決議

を．髭げた双葉町の購数である。

夏至　原子力立地と補助金体系一福島察に

　おける展開

（至／電源立地促進録策交盤金

　まずは篠島察における電源立地綻進財政を鰻観

することから鐵発しよう。市町趣の穣税嫁ひとま

ず除き，緩・察支慮金（補勤金）を奪ら縷説の燈

、麟このせる．F禁内の電源立地縫進講策交替金等

に1絶する資料ま（福島県地械振興課〉等によれば，

電離立地§§係の羅・桑支出金の種類と交付実績

（欝弩年度から欝欝年簑まで）は第i表のとお参

である。念のために補足しておくと，電離三法紅

もとづく醗蓮支鍛金でここに挙げられ，ていないも

のがいくつかある。国の予算で「電源立地地域安

全等薄策費王に分類されているもので，ここでは

ひとまず縷説薄象から除外する。第i表はさまざ

まな補鱗金のうち電源鰭域振興に直接かかわる項

馨である。全体の85パーセントは広義の電離三法

交付金で占められている潜，簡単にその縫の項馨

にも触れておこう。（核爆料税についてのみi項

7



（§i§｝ 福島大学地域攣窺　第3巻　第4野　至鰭2．3

第玉裏 電離地籔振興縫係交付金等

　　　　　交付実績（福島票〉講

ニ　　　睡

電1電源立地促進蝋策交付金
　↓

　　陽　　　1　設　　　　縫

　す認，簸，辮，騰

一
分　　（25，2韓，i6董，曇葬

　察…欝縫～茎蟻累積額

法」．羅 按 分（23，i2至，五75，8轡

忌灰塵離設鍵麺欝，麟彌
よ1電力謬鐵桑箒交吾一釜1　9，総8，鰻，轡§§

にi舞子力発電旛設等舞奪遷地域交付金1　職霞2，6懲，2総

撃i講嚢灘鑑灘辛、，器：畿

　　　　　　　　　　　　　いの！電源地域産業鳶戚支援補勧金i　　叢，鰯，5聡

魑糠鞭難動議締，魏，57i，鎌
ム
職 　ロ　　　　　誕1

　　　　　謡
8i，7｛鐸，3鎗，〔舞蓬

檬高察地域振興課・地方諜資料よ吟

を設ける。〉

　護濾貯蔵施設立地婦策等交響金は，護炭壷ぴに

贋諺浸び署濤代替エネルギー蝦策特麟会欝（三石

特会〉に鯵78年度から謙上されたもので，石瀬欝

藏施設の趨辺地綾における公共醗施設の整備に充

てられる、棄窟電力広野火力灘電森が一瞬靉靆象

になっていたが，現；窪はいわき毒小名湊の蒼擁施

設が専らの対象である。設置分・周遊分あわせて

i毒5町3材および県炉交付金を支給された（6

割はいわき毒〉。髄途はスポーツ・レク夢工一シ

ョン施設．教畜・文化施設，環境衛生施設などい

ろいろだが，溝防施設が全体の半分以上を霞める。

　電源地織産業育成支援補励金はF発電辮の建設

後において電源地織ぶ長嬬的に窮立できるよう，

新たに産業振興のための地元の嚢発的努力への支

第歪騒　電濫立地縫進鰐策交鍾金交付献浅：羅愚察漢灘穆難域（そのi）
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電瀬立地鍵進購激の地籔的展縫 縦7〉

援措置を講ずるま趣慧で欝85年度から導入された。

県を経縷せず直接毒町村に交付されるもので．そ

の具体的な内容については後で少し触れる。

　電源特会の交材金のうち，重要電源等立地推進

薄策補勤金は，通産大鹿の捲定した薪要麟策重要

電源ま地点に帰し蒋に交付されるものである．県

は畷該地点の縁辺の往畏に薄する瓢該発電矯施

設の設置の必要糧ヨに隣する知識の普及及び理解の

増進を麟蓼，もって発電灘施設の設置の響滑化に

資するためま（県交付要綱）にこれを講町村に醍

分する。調査費（麹誠振興講査・見学会・麟修会

等／，広報費（講演会・講習会・験霞会・パンフ

レット等作成など〉および…般事務費を乗は簿82

年度から交付している．原子力経連の広鞍は主と

して票麟広報安全等鰐策交付金（三法交錬金のi

第2表　電漂立地促進鱈策交付金交付斌涜（その2〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　（千鍔〉

交舞美郷残 一額一合

2，§52，護総 3総，鱒…3，2ε2，

つ／を財源にして行なっているが，毒町税の広報

にもこのように補劫金が手当てさ翻るわけである．

　水力発電施設灘辺地域交付金も無視できない大

きさをもっている。しかしこれはほとんど奥会津

の電源地帯に交付されているもので，漢通穆電源

地帯は数パーセントの鐘重しかもたない。浜通磐

地織を蝿象に絞った本稿では験討を卷くことにし

たい。

　さて狭義の三法交付金である電源立地綻進講策

交付金の検討に入ろう．第1轡および第2表は渡

遜滲電源地帯における当該交付金の交付実績なら

びに予定額を示したものである。薄象となった発

電謬豪には棄東電力の第一・第二原発のほかに広野

火力，勿来火力，新地火力懇含まれている（第2

麟参蕪〉．2南殿町6村および察あわせて23麹治

体がこの交替金を受織している．簸も多額の交付

金を受けとるのは露ら2墓の原登をもつと講蒔に

隣接2墓分の恩恵にも与る蜜隣町だが，それに次

ぐナンバー2は福農桑である．以下楼葉町，広野

菰野町1嘆緬照駕M5搦2鯉蟻葉町一8，858，4艇　 鍵9，§駐i　g，玉77，磐2
第2図　浜選管発電湧施設献院（訪露〉麟

蜜欝野鳩，欝§，融53i董，織，82i酸，i韓，8驚

大　熊　町　　　2，§37，838若　即6212胸脚
　　　董82｝3，322，79？

鯉
双葉町…3，322，6欝

椿馬梅

漬窪町‘ @934，弱9 732i　93§，73i

ノ圭、　霧器　町i　　　229，〔購　｝ 創　　229，㈱

　　　　　　　　　　　　　　　L

簸鶴馨

鹿鶴購

…
τ
疑

辮
朧
編

5
窃
、
鶉
瀦

工
　
　

工
　
　

玉響
　　i鎗，G倉§

ぎ「購，㈱

麟　　i5暮，辮

　　　小謀韓
葛尾轡

　　譲だ町

　　　　勲
　　　文無町

軍蟹材　　茎5導，蟹欝i §　　　i灘，§馨嚢

　古殿町『　蔦毒，蟹矯…　　　　§　　i鴉，㈱

雛爵卜重器：畿1．611：1銑1藷：織．

一瓢干　3§，§§轟　灘，蜘・　8暮，毒馨窃
　　　　凄　　　　　r＿

霧量器：灘　li　：織
　　B　玉，鯉，アi31　3，73嚢…董，強，452

毒卑
ごわ

繕葉跡

職

中鞍｝二業鰭鍵

噸馬此方発電辮1薦繍

　　　　‘案乾霧力｝

｛療購衆力発電霧1石炭，石燐〉

　　　　／恵乾電力｝

（農産工・小舞漂■弄寿登電所3

　　　　〔棄茸と電力｝

無爵第■一腰予力発電醗

　　　傑薙電力｝

醤轟第二1原華寿発電饗

　　　懐家電鵡
嵐野大力発電辮二｝．翼G．蕎漉

　　　　　｛葉奈電力1

橿島賃難9，髄2，2蕊　i，7蟹，7欝欝，灘，鱒5

合　誹…望壁L7騰馬35蝦臥畿

常磐兵1導起か発電撰二百淡．饗麹

（　　）は1｝葬蚕串ないし建設串

笹生仁覇著r地械と原争力選よ鯵
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（艇8〉 篠島大学地域群雀　第3巻　第4号　｝聾2．3

町，双葉町，いわき毒．大熊町と続く．原子力立

麹購の典型としてしばしばと撃、とげられる大熊町

は意外にも第7番馨の地位にある。双葉町への交

種額も竃舞舞のそれの3§パーセントにも及ばない。

これは，単発の福島第一原発i・2号機が電源三

法の遍稽を受けなかったこと，そして羅4・5碧

機の電気綴方が箆．4万駄Wと比較的小さいからで

ある（6号機および第二原発は王欝万kW〉。原発

は次第に大型化していくから，今嚢でも罫後発の

メ夢ッ携は大きい．双葉町斜塔設を蟻待する事

精の一螺がここに窺われるといっていいだろう。

　ところでこの交付金の交付に至る手続きがどう

なっているかを見ておこう。電力会縫の許可率講

に基づいて電源醗癸講整審議会が立難点の決定を

行なった時点から，手続きは醗始される。通産省

は縫係累・毒i町村と連携をと警麗孫省庁との協議

を経て郵地点懸定唾を告示する。これを受けて漂

（地織振興課／は交付金額を算定するとともに驚

町村にこれを内示，整備計悪の素案の修成を捲導

する。素案が鐡来圭』がつたところで1県および通産

省でのヒア夢ング解行なわれ，果が計醸案を確定

する。麩讃こおける各省連絡会での説瞬，電力会社

からの意疑聴取を含めながら察は整備議蚕策定協

議会（翻知事以下県の弱係幹部・毒町村長・学識

経験者で構成／において整備計懸を霞め，通算大

駆に承認申請する。大麺が謬§孫省庁協議を経てこ

れを承認すれ、ば整備計蕪1が決定したことになる。

さてそれから梁は毒町村に薄し具鉢的な交付金の

申請を毒示する．設置衛町村は通産講に嬉して交

付申請を行ない，羅から薩接交付金が交付される。

縫方で隣接湊町繋は桑に交線申請を行ない，察も

桑独自の交酵申請とあわせて通産懸にこれを提畿

し，そこで決定になれば交付金は羅に交付され，

隣接講町村には闘接的に交付が行なわれることに

なる．（したがって［桑支鐡金運の薮入項馨に謙

あさ翻る．ちなみに，水力発電では「隣接毒霧

村まが蝿象になっていないから，桑を介した間接

交付はない。〉

　瞬接分にかかわる県独嚢の事業費が櫓当の額に

上ることは見た通馨だ麟，藏島県はこの金額の

82パーセントを道驚／梁遵〉の整備に充てている

ほか，衛生環境施設（藻境モニタ夢ング施設）・

水産施設（魚族〉・海岸保全施設に支濃している．

電源特会からの総計約鶏群意讐が，漿の道路整備

等（むろん電源地域の整備誕護郵こ沿った「広域事

業達として／公其投資に貢献しているのである．

　交盤金の整途磯交種額を第3表に示した。渓逓

瞬全域で見ると約半分が道蕗建設に縫われ，残諺

の3分のi撰スポーツ・レク夢工一シ葺ン施設，

以下教育文秘，農林水産．水道．環境衛生その縫

施設という瀬淳になる．ちなみに農道・林道は農

秣承産施設に含まれている．各瞬とも道露最優先

だが，飯に交付金が一般財灘であったとしても，

簗3衰　電溝立地鍵進講策交付金獲途麟交付実績

靉靆・74聯翻i
　　　　｝
都市公讐

水　鞠　8葛綱（2鋭
遜　揺iさ蓬纐（L4〉i
スポーツi　　　　　　　l

義喜ll∵ll

難磯一繊
㌫水離i3綿滞
　　　　　　　　　　　　；　　　　ド醸工業
撰土保全i
基　金1蹴，鰻（唾．9〉i

舎　謙i逢，鍬，526（繍整

　　　　1広　　野　　町1繕 葉 町

3，928，鰺2（麟、4〉

達87，欝76．5／『

87，86§　（　i、｛｝〉

董，448欝§総．4〉

　玉i7，2§5（玉、3｝

i，382，745　（貰｝．6）

2卸総（2勝i
i3§，総7（i．§〉

7獅89｛8・2〉i

64，7灘ω．7〉

2鍵，蹴（2．3〉『

8，84i，4翻（籔嚢｝

大勢は変わらないだろう。産業基盤・生活基盤整

備の第i顯難解道諮だという事椿は東麓の農村で

は一般的だからである。縫会教畜施設等撰維持管

遷費としてどれ．ほどの後年度負擾をもたらすかは

後で見ることにする．

②　原子力発電施設等周遊地銭交付金

　電源地機への一般企業立地のインセンティブと

して，あるいは原発を瞬き受ける綴の住疑感精へ

の醗慮から，ig8玉年度iに導入され，たのが灘辺地域

一欝一



電源立地鍵進難敵の地域麟展雛 織9｝

交替金の麟度である．纏島県ではf原子力立地給

付金iの交付－電気料金補助という形で運罵され

ている。地域的な電気料金割引きがこのように電

源三三法交付金の中で行なわれるようになったこと

の意練合》・につ恥て，若干離れておこう．

　三菱総合硬究辮解まとめたゼ頓双エネルギー地

域振興どジョン策定調査鞍告譲講（欝7§．欝）は，

饒域還元策のiつとしての電気料金運元麟養の是

葬を験試している．還元法紅は穣税によるものと

料金麟によるものとあるが，主として問題にされ

ていたのはr地域騨料金講度まである．電源地壊

に路費の電気料金を設定しようというこの購懇に

韓g74－i認饒

　　　　　　　　　　　　　　下

下で，特定地域の電離だけにそうした措置を適矯

することはむつかしいという点も挙げられ，る。さ

らに適縮簸域の範露の翼題がある。発電翫ぶ大湊

費地に存在する場合の毅い．あるいは変電・送電

施設をもつ地域の取箸擾籍をどうするか。のみな

らず橿島の原発のように電源灘発事業者（東窟電

力〉と電力供給事業者（菓詫電力〉とが異なると

き，料金割瞬きをどのように行なうかという簡題

も発生してくる．最後に，そういった麟度1ま最終

的には全藏的な地域磯料金舗につなが穆，地域ご

とに需要・蝶結計麟を立てるとか，ピーク電源と

ベース電源とで異なる尿糖の讃算を魑蓬するとか，

磨轟露探蟹義韓，．ll賑，離，調，，22敬語（82．2語聾，藷
　　　　　　　　　　　　　（千鴎
丁　四一［

響黙認
8総，349（8．2〉i

　　　　　　　i欝5・7蹴Li〉1
i，856，677（i§、捌

　　　　　　　i

ll器1醤霧i

器艶麗i
　　　　　　き
2紺，§56（2．董）1

354，鱒倉（董3．3｝i

　　　　　　　きii3，鍵む（4．3〉…
　　　　　　　i
　　　　　　　l
633，療）i　（24．奪〉　］

　　　　　　　！

22働（鰍1
欝，馨§§（嚢、4〉t

　　　　　　　…

63，869（2．蓬〉i

98，8鰍3．7〉l

　　　　　　　i
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嘆鋳§i7（i2・2岩

灘，33瞭、8〉i

2玉，茎24（§、6〉…
2茎3，578（6．畦〉1

532，8溌　（6．i）

　鎗曇，魯§蟹愈．§〉

　27，85（｝（　｛｝．i）

2，422，§33（§、3〉

　尋鰺，8鎗（曇．9〉

7，2達3，528（i6．∈）〉

2，27§，き3§（　5．｛｝｝

4，25唇，536（§．4〉

　驚3，78蟹暮．2／

i，蓬8董，8垂3（　3．3〉

　7§5，き畦9（　i．8〉

轟轟，1雛、1膿1、謀議1羅鑓
鱒i，鱒（緯．3〉li2，8鱗，555（馨．4〉

　　　　　　｝言

はしかしいくつかの難点がある。まず現行電気事

業法が料金設定にあたって原癒主義をとってお雛，

原儀誹算によらない政策的料金麟度を行なうこと

は法的に露難だという問題がある、仮に漂猛ii葺算

によるとして，送電ロスや送電設備費屠を考える

と確かに罵辺地域のコストは構薄的に小さいが．

反露で需要密度を誹算に入れれば，遠醸地であっ

ても需要家i車麩あたりのコストは都布部の方が

小さい場合も考えられる．また多様な電源を権互

依存的に縛み合せて電力が僕給されている状覆の

　　　　　福轟桑地域振興課資料よ吟作成

原緬主義の下ではあまり垂こ煩雑な事務を要するこ

とになる、薫が捲籏される．

　三菱総懸の報告書は，特定地域で割瞬いた料金

を懸地域に転嫁することによ穆電気料金全体とし

ては原懸主義を維持する方式をと蓉，その適矯地

賊籔麟1ま電源三法と瞬篠とし，麗発事業者と盤給

事業者のくいちがい縫題には罫一時欝代わ鞘の

形の広域運罵で講越することを提案している。

　一方，穣税による還発策についての鞍告書のプ

ランは電気税の課税主体の変更である。電気税は

一一 ﾒ一
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溝費地霧町村潜蹴議する溝費課税だ瀞，これを生

産地藩町村が懸：課することにするのである。発電

電力量を課税標準とする「発電税諜も考えられる

が，電霧｛擬発促進税と競合するのでこれ，は避けた

いとしている．穣税による豹成は，還元鵜益を南

町替蜜局に集中して政策的有勤活灘を驚能にし，

また地域尉料金鱗痩では大きな秘益の幾待できな

い林業・商業・交通等の分野への手当ても驚能に

なるという麟、点がある。

　ところで簸域懸料金システムぶ企業立地のイン

センティブとしてどの程度の劾栗をもつかについ

ては，前鐡の政策科学醗究霧レ選一トゼ地域購エ

ネルギーコストの地域雛発麟果に臠する調査選麟

欝8i年に一定の評癒を下している、電力コストが

業種男舞にもつウエイトの大きさ，立地地域選定へ

のその影響の度合，立地の現実可能性等を検討し

たその結論はしかし，甚だ溝極的なものとなった。

すなわち亀城懸エネルギーコストは，企業誘致

や地元企業の薄蔵に誓一つの有利な条件を饗蓼聞

きうると思われる。ただ，産業擁…興，あるいは地

域続会の振興の全体の条件の中でどこまで有効性

をもちうるかは確定しにくい。さらに1，堰域雛エ

ネルギーコストの設定［において1は運行の料金

決定システムないしエネルギー供給システムに講

らかの変更溺梓うことも避けられず，この場合，

そのマイナス藏までを含めた渡授勤果を総合的に

輝擬することが必要とされるであろう．∫（夢．2購

　さて，実蜜の敢鰐の選択は結局，地域溺料金譲

渡の導入を避け，さ瞬とて税麟に手を触れるでも

なく，電源灘発健進韓策特懸会計に新たな交付金

を翻設するという，最も環婁的なものとなった。

電源醗発促進税を財源にすることで電気税皿電力

消費税の事実上の蠕羅変更を行なうことになるし，

また薄象を原子力施設崇こ絞ることで農動的に農替

対策の性格をもたせることもできる。電気事業法

に抵航する恐れのある地域溺料金麟を敢て追求す

るよりも，財源に余裕のある特騨会計における予

算補豹という手段をとる方が便宜だと考えられ、た

のはけだしもっともである。しかしその繕果，こ

のヂ電気料金割弓1き葺舗度が葬常に安直なものに

なった事実は否定できない。

　橿鳥票の原子力立地給付金は第4蓑のようにし

て計算され，電灯露要家（一般家纏〉と電力需要

家とに纒琴彗に料金割引きの形で還元さ為る．たと

えばF僻在霧町村まの一般家庭は1戸当馨勢§習

の定額，電力需要家である企業は契約電力に45§

灘を掛けた額だけ，電気料金から控除されるわけ

である。綻稽電力量に麗孫なく一定額の割弓著きに

なるから，極端な場合，基本料・金分しか電力綻驚

がなかった一般家庭では（整罵量ゼ冒のとき東龍

電力の基本料金は258霧〉差撰き超遍害彗引き分損

饗金縛付されることさえある．したがって正確に

いえばこの凝渡はゼ料金割引きまではなく，その

名のとおむ　糠金手重金まである。鍵1量舞舞でなく定額

講をとったのは恐らく，交付金の額を予め確定し

ておく必要があるからであろうと思われる．もと

第尋衰　原子力立地給付金交付額算式

　　　　　　　　　一一一一靖象毒鞍替酵薮
i．所轄毒舞舞

大熊霧・潔葉群・雛葉簿・窟羅野

　　　　エ
i！汽懲拶畷羅一

　　　　　　　式

2つの辮窪黍舞購に懸る嚢捜索驚馨

！彗錘重

　　　圭
雛十露X－／×5器再
　　　2

3．隣接藩鞍替

藏窪欝亙礎；野驚螺諮羅

　　　玉
降＋登×留x3顯
」　　　　　一

難llll曇1驚判韓÷吟醐

　Aは，交付の薄象となる当該毒町村の麹域磯の毎月

の電灯需要家の数。鷺は，交付の薄象となる当該藤野

材み琶域轟の毎罵の電力需要家の契約電力をキロワッ

トを単翻として表した数の合爵数・

　　　　　　　　　　　福島察地域振興課資料より

もとこの交付金講度は，企業立雛の誘導手段とし

ての役割と，電源立地の促進手段すなわちPA手

段としての役割を瞬時に逡うという綾羅づけで欝

設された。電力需要家（企業〉向けにはいわば単

健量凝（実際の使矯電力量ではないが各事業者の

契約電力をベースとする〉，電灯鶏要家（家庭／

薩ナには定額灘と縫い分けることで，2つの役割

を瞬時に達成しようという知憲であると考えられ

一i2一



電源立慰建造羅綾の地域的麗麗 （§2i｝

る．

　福島票における原子力立地総髯金の交付実績

（簿8i～89年度累誹〉を湊町材幾に掲げる（第5

表〉。発られるとお諺全体の実に72パーセントほ

どはいわき毒に落ちている．いわき毒は罫辮姦」

市ではなく罫隣接ま霧だが，橿島果肉随一の入貸

第5衰　原子力立地給付金交鍾実績（曇毅～8§累誹〉

　　　　　　　　　　　　（千韓）（％〉

大熊町i梱灘逢護
双難i38瞬3・4
馨麟i灘li麗
翻魂　誌，§7榊．5

　耀内事瘡　　98，8鷲i酵．9

　小高町　　26鱒28123
　葛尾餐i　　3§，5鍵！む．3
　　　　　1　　　　i
　繕葉町…　5協，盤眉唾．5
麟購いi8，7墨§㌧§
いわき毒i8，欝，7痙7ま．8

　　謙…蔓，347，蹴編
　　　　　む　ロ
轟島察攣域振興課資料より俘綾

電力量〉の大きさの段階に応ごてだいたいi億羅

澱みで訣まる．（ただし移鍵率蓋．5藩家構の場合

は交付額は単減する。〉たとえば欝8§年度交付額

の積算譲擁になる婚87年度の橿島祭の数字は，

発生電力量艶2億25春夢万藪W簸，　溝費電力量綴癒

2§§縫W盤で移愚電力量が8盛儀鎗暮万盆鴨（移濃

率麓．鍍賠〉になってお鯵，懲89年度の交付金の

額は9憶鍔（蕊§鐘鼓w墾以上で最高畷度額／で

あった．そしてこれの2分のi，塁億欝暮暮万羅ぶ

企業立地資金貸付事業分としてプラスされ，合計

鴛癒5｛翼鎗万需が当該年度の総交付額となる。

　企業導入・産業透代化事業分の交付金の一部は

r理年度交付金事業まとして直接支鐵されるが，

大半は県の…鍛会計から…旦ド発電絹施設周遊地

域振興基金まに棲み立てられ，最低2か年を経た

のち再び一般会議に繰む入れて祭事業等に支鐵さ

れるしくみになっている。堤年度交種分と基金還

灘分をあわせて簿82年度から鯵89年度まで8年講

の事業実績を第6表にまとめてみた。

第毒表　企業導入・産業近代牝事業実績

を蕎する広域嚢治体でかつ新産業薬毒の捲定を受

けている。人緯と事業漸蔑模において舞を敏くい

わき毒に原子力立地絵縁金の7割以上が流れてし

まうという事態は，電溝地域振興の観点からも

艶Aの観点からも好ましいものではなかろう。f隣

接」といってもいわき毒は楼葉町と山間部でわず

かに境を鍍しているにすぎず，毒内の簸も遠い鍵

（千霧）
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点は第二原発から6§キ鷺メートル近い距離がある．県

！3／電力移趨渠等交響金

　電源地域のヂ住疑が通常通勤することができる

地域〔事業地域という｝への企業の導入及び当該

地域内にお謬る産業の近代イヒのための欝置屋に1あ

てるため，県に交付される補雛金である。罫金業

導入・産業透代化事業葺とダ企業立地資金貸替事

業1の2つに充当される。毎年度の蟹からの交付

額はまず企業導入・産業近代乾事業分から算定さ

れる。すなわち新移鐵電力量鎗§億キ纂ワット時

以上薦む億キ腿ワット時未満は8億霧まといった

ように，移濃電力（県内発生電力量マイナス溝費

玉，2誰，822

　群、552

2鱒．㈱

　2了，蓬34

董，騰，聯

　4，2欝

　5，鰯
　き2，箆§

3？蓬，32彗

　5，鱒巷

　＄，難1

　灘，｛購

　至5，藝懸

垂懇，2簿

3盤，1購

3，器8，2璽

禰島梁地域振興課資料よ箏俸威

　続いて企業立地資金貸付の方だが，欝8§年度ま

での基金造成は合計2§億霧．ここから察嚇金離機

騒§に無利子の資金提供を行ない，金離機§§はぜ脇
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（§22） 篠轟大学地域暴突　第3巻　第4畢　圭鰍2．3

講藩率ま3～7賠で疑し塔し抵和議資を「事業地

域まの立地企業に僻して行なうものである。蟻酸

は欝年以内，醗渡蟹はi企業i億霧で．しかも鰐

象金業は罫原則として新蔑雇辮人員欝名以上かつ

新規雇灘人員のうち電源地域の建民を2割以上確

保する予建のあるま中小企業に銀ら蕊ている。新

焼立圭嶽企業を講象にした貸付けは橿鳥梁には勉紅

なく，またi億簿というのは譲渡金融としては最

大の矯穫である．欝雛年度途中までの貸付け実績

を市町村懸に第7表に示そう。

に隈られてお穆，工業慰地の造成が行なわれなけ

れば遍羅はない．第7表で冤るとお穆湊通蓼では

いわき旛に舞絹企業は集塗し，富翼以詫の原発新

在i町での活舞藝まほんの数えるほどしかない．（た

だし双葉町では笈葉工業懸難の第i鱗工事が完了，

第2蟻工事が進行中で立地企業も数縫内定してお

吟当該貸付け舗度の舞繕は今後ふえる見込みであ

る。）もちろん工業露地を造成したからといって

ただちに二£揚立地があるとは醸らない．浜遜諺地

域ではと鯵わけ労縁力確保が隣鋒となって企業立

地の進展しにくい状浅がある．
第ア裏　金業立地資金貸付の実績（欝総一緯蟹〉

一いわき毒i
広　野　鰐
繕　葉　聡紹
　　　　　　ヨ富　　瞬　　町1
　　　　　　ヨ大　　熊　　町l
　　　　　　i
淡　　葉　　町1

椿馬旛・新地町1

その飽櫨潔地域i
　　　　　　タ
その飽羅内1

地　　　　　域i企業数、貸付額（臆聾〉

　軒　　　　　33．誕

31　　　4
　　　　　王i．33
　き　§…　　　　　　琶
　ド
3i　　　3

　り　碧　　　　　　i

31　　　3
　　　　　　　駐
董｛》3　i　　　　　　　85．i｛｝

福轟察工業雛発諜資料よ舅肇成

　電源三法がもともと原子力綴発の推進を主鰻と

して購懇されながら，火力および水力発電をも薄

象発電霧施設に含めることになったため，原子力

地域政策として腿題の多いものになったとの捲摘

は繭に紹介した．期醸つきでないという点で電力

移鐵察等交付金は立地碇進蝿策交付金の欠綿を補

うものになっているのは確かだが，その代わ警交

響対象が地域的に舷散するという姓整がそこには

伴う。とくに篠島漿は名だたる電源立雛i擦：であ静，

発電漸漸在市町樗ぶ灘．隣接畜町村が盤，そして

選嚢欝市町替（事業匙域〉は銘で合蓊欝議町樗，

すなわち梁内すべての毒町村が羅象地域になって

いる．移鐵総量の大半を露めるほどの電力を原発

がつく吟畠し．しかも旗遜蓼の発電辮で生産され

る電力のほぼ全部が県外に移鐵されているにもか

かわらず，移灘量をベースに交付されるこの補助

金撰湊通吟に重点醍分されることはない。企業立

地資金の貸付けも，工業醗地への工場新設の場合

瞬　核爆料税交磐金等

　懸島票の察税鮫人の約3割が法人事業穫であ辱，

そのうち約4分のiを電気繊維業（棄寮電力・東詫

電力・電源麗発・常磐火力〉が羨めている。そして

電力会鮭の事業税の分割においては羅定資産の大き

さが強く影響するから，原子力発電霧の立地・増設

は県にとっても大きな縫心事である．しかしそれは

さておき核燃料税をここでは騰題にしよう。核燃料

税は漿の法定外普通税で，掻島県では欝誓年度か

らδ年難鰻で更新を重ねている。課税標準は原子

炉に挿入された核燃料の懸額，税率は欝春分の7

である．票税薮入に羨める箆率は小さいが鐵税コ

ストがゼ寡に逐いのがこの税金の利点である。

　核燃料税は，原子力登霞霧の運転に梓って地方

公共懸体に特殊な行政需要が発生するとの横縫で

麟設された。票当局は膨大な資料を揃えて必要事

業を爽挙しているが，主な項嚢は癒子力溺係啓

発・啓蒙婦策費．周透綾窮能監撹防災薄策費，濃

撰水影響調査費，警察費（該輸送や災害講練等），

民生安定嬉策費，産業振興麟策費，健康管理薄策

費（環境医学醗究辮・大野病銑〉といったもので

ある。もっともこれ。は課税の穣擁を示すだけのも

のであって税率はこれとはほとんど無縫孫に淡め

られ、るし，また普通税であるので｛吏途撚これに舗

約され、るものでもない息　しかし法定外普選穫は，

普遜税とはいっても特殊な行政需要を想定してい

るわけだから，いわば準§的税の性格をもつと言

っていいのである。堤に総連毒町替はぎ5か年公
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電源立地鰻進難敵の鍵籔的獲麟
（§23）

共施設事業欝藪達を策定して事業をすすめ．骸燃

料税の更新に藝祭しては事業の進捗：状混ぶ鞍告され

るのである。

　さて擾島県にはこの核燃料税を財源にして「福

島察原子力発電癬立地地域振興基金圭と「福島県

鞍燃料税交付金・補麟金まの舗慶ぶ設雛られてい

る．核燃料税を原資にした基金は当務F福島県寮

町村振興基金（電緩乏瞬発地域整備事業枠〉塞とし

て運欝されてきたが．原資蟻に伴ってこの藻分だ

けが罷大乾する毅漫を違えて欝88年度に前場名称

で独立させたものである。懲懲年度（当籾予算〉

場裡で基金総額は薦癒轡余．貸惹け現在額は約9

億霧，貸付け累計額は83億需余になっている。貸

響け穀象垂こなる町村等は原発｝巽在4欝のほか隣接

の都繋馨，広響町，輝内糧．浪江町．葛尾村．そ

れ。に小高欝｝と双葉蟻方広域毒町村縷総合である。

この資金の貸付け鰐象となるのは施設建設で，交

通通揺・教畜文髭・摩生癒羅・産業振興等の施設

整備に充てられ，電源三法交付金事業と分聾が重

複する．f貸付蔑舞舞では貸付け婦象として三法

交付金事業を線擁してはいないものの，実繰には

それ以外の事業に充てられているようである。ま

た，貸｛戯うは匿特灘資金まと罫普通資金達とに麩

驚されていて，蕪者は町村の5か年誹嚢中で該塞

する事業が麟象にな諺，無季彗子である。この基金

の町村麟利璽状縫を第8表に示そう．

第騒表　地域振興基金・該黙斜交縁金実績

　　　　（蓬988～欝｝　　　　　　　　　　（千甕）

　　　　i醗蝿鱗獺一瞬癬徽薩
　　＿＿塑貸舞塁訴額．…・補勧金交琶額
蟻葉剛　3§3，献二粥，9慧
磁鶴 �@　3＄5鵬　　鶉羅
大熊町1　戯繊　鵬5欝
欝劉　魏饗　盤織
燐　内翻　　　　i§4，蟹難i　　玉茎8，垂72

浪江町…　艦5漁　’53緬
葛尾材1　　37，鵬　　憩，8弱
小魏i　3購1　蟹§
都露村i　　醗8㏄1　騰255

響齪斜一，講
福島察地方課資料よむ俸戚

　ヂ鞍燃料鋭交付金・補豹金達もかつては「特定

市霧材広域麓設整備事業補助金ま（簿7§～欝82）

およびゼ特定町赫振興補豹金ま（懲83～欝8警で

あったものを改編したもので，町村等の5か年欝

麟事業に掲げられた建設事業に交付さ齧る．その

場合罐灘三法交付金を充蚤する事業は婦象とし

ない達（交付事務鍛接要領〉とされている点が塞

要である．庁舎などの公溺施設の建設事業も蠕象

外になっている。原発立地町には罫交付金達とし

て，その縫懸体にはギ補豹金」として交付される

ぶ，実質的な差はないと考えてよい。これまでの

交付実績を隣村警！にあらわしたのが前掲第8衰で

ある．

　核燃料税は欝76年度に篠井漿で麟設された。先

発環越電源三法の適畢を十分受けられないという

事溝，および原発縫連舞灘嬢南郷替に餓って醍分

されすぎるという問題が，その背景にあったと害

われている．掻高察におけるその溝橋の状混を上

に見たわけだが，その特籔は，補豹裏綾矯麟罎や

時畷姓など電源三法交付金に盤された種々の麟約

から嚢露な資金を，票レベルで手当てしょうとす

る趣意ぶ窺われることである。5か年謙遜1で三法

交付金の蝿象の外に置かれる事業に麟し，交付

金・補豹金の交縫とあわせて優先的に無鵜子の貸

付けを行なう猛纏みにそれは蟻的に表われている。

もっとも，この資金も公共施設の建設事業に充て

られる点は三法交付金と瞬魏である．交舞金・補

助金の異議は約55億霧で，電源立地促進薄策交付

金約蓬7蟹意霧のi割余の矯摸になっている。

欝　原子力立地と窪治体財政

轡　歳入・歳灘講造紛変貌一双葉購の場合

　隠子力施設と地域まを縫題にする際には，雇

罵・就業講造や労働力の動態，各産業の動癖，瞬

得の動きなどを全体的に蓄弩握する作業が要請され

る．しかしそうした分析がすでにいくつかの蟻籔

を韓象にして大ぶか讐こ，かつ緯密に行なわれて

きていることは第i章で触れたとお吟で，今の時

点で屋上に渥を架す必要は感じられない。地方購

致につ恥て見る場合も，経費の各項霞にわたって
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（§24〉 篠島大学地駿暴発　第3巻　第4号　懲毅．3

行政施策のこまかい評懸垂こ立ち入ることが本来望

ましいが，ここで嫁電源立地｛建造財政の地域的展

醗を跡づけることに主張を置いているので．経費

分極の立ち至らないところはと讐あえず容赦して

いただくしかない．

　まず，これまで見てきた補助金類を双葉町につ

いてまとめてみよう。電源立地健選討策交替金瀞

実績で33臆226馨万霧，周辺地域交付金（原子力立

地給付金〉は3億8毅2万霧，核燃料税交付金等が

6億3986万霧で合讃約薦憶5§｛欝万鍔である、三法

交付金の支維が開始された欝駿年度から鯵89年度

までの鰺年闘の平均を割蓼鐵せば年平均2臆7謄0

万霧ほどになる．このうち原子力立地給付金は地

方公共灘体に交付されるものではないのでマイナ

スして計算すると，年々およそ2臆5㈱万聾を終

年闘にわたって双葉町財政は補勘されてきた勘定

になる。懲89年度における畷葉簿類鞍懸捧（獲一

3〉の歳綴趨模は33億綿余，うち普通建設事業費

は欝億醗ばか吟だから，ならしてみれは1さほど巨

額の補助金でもないかもしれない。とはいえ鐵力

の大きい原発を町内に将来2墓塔殺するとなると，

過去を大纛に上曇る羅・果補勘金摂新たに支給さ

れ、ることになる．

　しかしな溺ら，原子力発電駈か町財敢に艮ぼす

暇人効果のなかで，羅・票補勤金のもつウェイト

は実は一般に考えられているほど大きくはない．

そのことは第3麟の上段に示した駿入構成をみれ

罐f一翼甕豪然である。三法交付金のスタートした

ig7壊年度から善通交村税が打ち窮られ、る甕前の

欝78年度までについていえば三法交付金は交付税

叡入を若干上墜るほどの大きさを有するが，不交

付懸体になったあとはその失われた交付税をちょ

うど埋め合せるような恰好になむ，それもやがて

羅定資産撹の著しい塔大と櫨殺され’るようにして

縮小していく．もともと懸定資産税の繭鬱しを趣

冒とした三法交付金としてはこれぶ正常な推移な

のである．

　財政取入の涯倒的部分を占めることになる獲定

資産税は，その大部分嚇火焼横難舞資産税である。

王市警替に異常に大きい縷隷資産惑存在する場合，

税源の偏在を是蕊す」る趣旨から，一一定額を超える

露定資産税を都道霧票の薮入とする講度になって

いる．発電翫等の新設の場合には罫新設大燦撲嬢

隷資産穫まとして毒簿村の税鞍舗鰻を一定年瞳緩

秘する欝置撰とられる．福観察の原発について，

この大燦穫綾部資産税解漂と各町にどのように帰

属したかを詳継畢こ知ることはできないが，年度彰こ

よっては桑駿入の方が町薮入を上懸るケースも起

こっていることは確かだ．もっともそれはむしろ

例外で，通常の年度において祭の取静分は縮薄的

に少ない。絃懸蝶1隷に伴ってそれは次第に減少し，

双葉町では欝87年度から，大熊町では欝蟹｝年度か

ら票分の縫定資産税はゼロになったし，欝購町で

も欝92年度からゼロになる。

　原子力発電漸の震定資産税がどのようなカーブ

を措いて駿締するかについては前額の政策科学醗

究群レポートにモデル計算結果が掲げられてい

る（第逢鱈）．露定資産税全体では欝年で4春パー

セント強に，欝年で3§パーセント弱に亨鎗年では

騒パーセント弱に減る．簾舞資産税の灘分をみる

と5年で6§パーセント弱になむ，欝年で3分のi

に，蔦年で欝パーセント弱．2§年たつと簸パーセ

ントそこそこになる。遷実には部品の交換や部分

的な設備の更新で若干のブレーキはかかるだろう

が，急速な駿纏の趨勢は如侮ともしがたい。

　露定資産税の瀬減で双葉町は姫鱒年度に普選交

付税交付霧捧に立ち戻ったわけだが，蕪島寮内9鞭

翁町樗率で不交付露鉢は漢遜蓼の発電所海産町の

みに眼られており，もともと異擁串の異弼である。

環海町村の平均財致方捲数は簿8§年度で§、総であ

った。財敵方指数がiを審鐙込んだからといって

財’政逼迫を云々するのは椿当現実ばなれした誌で

ある。…殻財源比率や§主財源比率もいず鳥低下

に癖かう・ことになるとはいえ，発電湧露定資産税

の土地・家屋分と法人建民税の薮入だけでも淡し

て小さくはない、駿入の露だけをみれば財政は一

時的な異常講造から尋常な構造にヂ軟養陸」する

ものと考えていいだろう．

　さて，繭牽で纏購にと瞬上げたさまざまな補勤

金や貸付金が双葉町で具体的にどのように運営さ

れたか，検讒してみよう。まず最御は電源立地促

進鱒策交付金である。毒襲こ見たとおむ双葉町では
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篤3図

電源立地鍵進購政の鰭域的展舗

双葉町歳入・歳星（盤質鶏〉購滅の雄移

（625〉
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iii醗醗齪雑税iiii

その飽

地方籏

羅・銀支講金

i嚇税

∵雍方交鰹製，ii

九
八
Q

九
七
九

九
七
八

九
七
七

九
七
六

九
七
五

九
七
聾

九
七
騰

九
七
二

九
七
…

九
七
〇

九　九九　九　九
八　八　八　八　八
一　二　三　騒　五

九
八
九

九
八
八

九
八
七

九
八
六

欝§％
その飽 穣立金

轍ヰ費

公嚢費

　　扶勤費

大盤費

普通建設事業費

福島祭羨町税財政年報および双葉驚総務課資料よ鯵作成

　　　　一i7一



（§2繕 癌島大学鍵駿欝欝　第3巻　箒星号　ig§2．3

繁鳶蟹　織子力発電湧羅定資産税取入モデル

（総工費3，272憶霧の原発i基）

（暮芳鋤

4，暮紛

3，辮

㈱
ラ
目

玉，麟

　畦，蔦4

　、

　＼

3闘 _3，騰

　　　＼

羅＼講　　．＿．
2，鍵7＼鱗

　　　　　　　＼　　　　　　　　　2，678

　　　　　　　　　ゼ　　　2灘　＼2，姫
　　　　　2，玉72　　＼1鱗

一　国定資産税の総額

i，9董§

茎，§毅

　董，5毒2

そのうちの綾錦姿産に隣する灘分

＼～　　，舜欝

　　＼轡7毒？

　　　　＼　i，謡2

　　　　　＼　L鍛
　　　　　　　噛＼．圭，3雛

蓋，33唾　　　＼＼i・2認
　　至，i87　　　＼磁》21，玉！琶
　　　　　　　　　　　　　　　　　」、．　　王，§2專
　　　1，奪59　　　　　　　　　　　　　　　　、・、
　　　　　　947　　　　　　　　　　　　i濁4　　　　98§

　　　　　　　　8磐
　　　　　　　　　762
　　　　　　　　　　　臨

6歪9

　鋤　　　灘8　　　　　4ε玉
　　　　　　　42癖

［
O

欝 i5 2参咋〉

政策科学硬究漸ぎ地域溺工ネノレギーコストの地綾絹発幾果に翳する講糞垂欝8ヱ

この交付金の灘．8パーセントは道驚整備に1薄けら

れた、農秣水産施設の中にも農道があるがi緯

（2欝倉万円〉のみで，あとはほとんど潅醗・離水

施設である。いわゆるハコモノでこの交付金によ

り新たに建設されたのは纒書館（事業費3億27齢

万講，ig83年度），コミュニティセンター（事業

費器74万醗，騨および海の家（事業費鍵壌万鍔，

懲86年度〉の3つにすぎない．そのうち通年で人

糞費や水光熱費の食糧が問題華こなるのは舞書館だ

けだといっても差支えなかろう。第9表に欝欝年

度における諸施設の管遷費縫係の数字を示した。

三法交替金がスタートする前年の雄73年度とこれ

一i8一



電糠立地健進舞政の地域的展縫 （627〉

を比べると施設数の増熱や勅優圭1異等で管遅費は

7倍になっている摂．一一般財源持ち鐵し塔分にお

ける緩書館費の寄与度は8．8ノぐ一セントにとどま

っている。ちなみに，双葉町は懲82年度に役場庁

舎を新築してお穆，第3鑓における欝8鞍覆年度

の積立金増撫，82年度の罫その鰹叡入」罪積立金

取嶺し，講年普通建設事業費の塔大は庁舎建設に

係るものである。この庁舎の瞥遷費は…般財源充

当額でみれば鎗パーセントになる。いず蕊にせよ

双葉霧の場合，原発露寒の財政薮入で建設した公

共施設の維持管遷費は，今後の町財政を著しく圧

迫するほどのものとは思われない．これは，双葉

購に落ちた電源立地健進認策交付金が箆較的少な

かったこと，しかもその大半寿豊道驚整備にまず充

当され、ねばならなかったことの結果である．

第§表　双葉町の趨設管嚢費（欝9緯
（千霞）

事業の単なる量的拡大というところがその実態で

ある。海漢公躍縁，三法交響金で建設した海の家

を核にしている。また歴史民搭資料館は騒下の大

型公共施設建設（総事業費当擁7億7縫7万聾／で

あ鞍，欝87年度に三法交響金が打ち窃馨となった

あとを瞬き継ぐ絵蜂で鯵88年度に発起した核燃料

鋭交付金が，これに充てられているわけである。

　原子力発電藪立地地域振興基金の使途溺利矯額

内談を第鰺表に掲げる、海湊公懸・総合公灘整備

が第i，第2が町道である．義務教蕎施設の整備

が入っていること，および工業靉靆造成工事付帯

事業（ダその縫3項目のうち欝9奪万霧／の含まれ

ていることを除けば，該燃料税交付金と樵路に大

差はな騨．

趨　　　調鞭鞭覆璽藻当額
公　一一副
　　　　　　　ラ

篠蓑認
　　　　　　　…
老人羅セン外1
鵯　穣　　馴
小　　串学校1
承　8　杢1
箆　童　懸
　　　　　　　き
公　　践　　館i
　　　　　　　き

雛毒謬

護，82§｝　　　　　　　　2テ1～39

驚　　　　　　　　　§

　　　　　　　　985
i，鱒§，　　　　糺945

騒，総鬚　　　　　麓，蟹玉

23，7蕊…　　　　　　　23，7§5

39，7鱒　　　　　　　3§，7鱒
玉2，22i　i　　　　　　　　12，2｛箋多

　　　　　　　33，遵ア83違，3驚

饗L㎜膿
双葉町総務課資料よ鯵

　つぎに，籔燃料税を財源とする交付金と振興

基金秘矯額とを見よう。核燃料税交付金の交付

対象となった双葉町のF5か年公共施設整備事

業誕颪里中に掲げられた，道酪以外の主要な事

業と交付金充当額を講挙すれば，海浜公園整備

（2§7，579千鍔〉，歴史渓俗資料館整備（算§，巷総

千鋤，換水霧整備（露，韓碁子霧），総合公霧整備

（齢，倉倉春子聾），多騒的集会施設（欝，㈱千購〉，

防災行政無線・消防施設（3，§警§千霧〉で合計嬢

億8658万講．これで交付金総額の縫パーセントを

叢める。これらにしても遵露紅しても麟綾上三法

交付金の充当できない事業ではない。三法交付金

第驚蓑　双葉町の原子力発電藪立地地簸振興基金

　　　膳人献醗
　　　　　　　　　　　　　　　　　（千鷲〉

蝿象事業玉鰺書下奮一「㎜悪蔀1研壽
　　　　　　　　　　　　　ぼ　ロ　　ロハハ　町　　　　遊　3薯，酬蕎，§鱒　1？、彗鶴i　　i蟻，纒

　　　　　　　　　　　　　　　l　　　i称道磯遊・水盤　13、§騨≡誓，購　　　　1　壕，7灘　総、纈

小坤報1　馨、瓢　属．r藤5，纈
公　　醗，翼，郷2玉，鰻。毅，朧襲，翻1総，購

憾離等｝職　　　陣藝
搬雛盗難・　　肇・騰　　　　i彗讃
そ　の　縫…　一⊥
　　　　　瀦，　　　難，麟魏．

　　　　　　　　　　　　（欝綴年護は予定額〉

　　　　　　　　　　　双葉町総務課姿料よ鯵

　さて最後に．電源立地雅致薮入が入蓼はじめる

直蕪と．電源立地健進対策交付金が打ち燐られた

あとの蟻逝とで，双葉町の歳鐵構造がどう変わっ

たかを霧的霧経費内談を見ることで縷試してみよ

う。第難表で欝73年度と欝89年度とを姥べると，

歳餓総額が6．6倍に1なっているなかで嚢立った贈

大を示しているの解商工費と農林水産業費および

公憤費である。第3図書こみられ’たように建設事業

は簿89年蟹にはすでに一段落してお参，土木費の

経費中に轟める割合も落ち着いている。定額支墨

の性格の強い教蕎費と民生費の割合はこの闘かな

参下がった．労働費はほとんど無幌できるほどに

なっている。
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絡28〉 橿鳥大学地域葎甕　第3巻　第嘆号　轡92．3

第縫表

議 会　費i総 務　費 罠 盤　費1籍 塗

i蟹3年穫

i構成鐘〉

i3，碁851　　　E（2．9）

69，菊7

i欝．6〉

凱岡（欝．§〉1

3
（臆8§年産

ｮ構歳慰

　　　牽U§，57§i

o2i“
§83，3鱒

ii87》

i蟹，73釧
@　　オ｛6つ）1

i8

o（i8誇…

双葉町議鐵状撹の変化

　　　　　　　　　劃労　鰻　劃
　　　　　　　3警，2§一一玉i，§37

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　（　6．3〉　1　　　　　（　2．蓬）　i

　　　　　　　i82・鰯↓　　53郵
　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　き　　（6．2）1　　（5、8〉1　　韓．翻

塔撫倍率， 4．釧 8．蔚． 鱒謹 §倒 §．薦i

農替水産業費
　　　　　事一
　　32，鍵2

　　（6、§〉

　　34雀，ε2董

　　（艶．9〉
　　　　　、事
　　　欝．38
　　　　　⊥一＿

藪　二£ 費1± 木　費 i溝　鋳　費・教
畜　　費i災害復瞬費　公　　　…

蟹　費・歳綴合議
，94劉　　オ

欝董，3騰 1　　騰，8§8…l　　　　　　l 12i，752i　　　3781　　　i　　　　　　　l 22，672　　　逢孫，珪8書

〉8容 （2亙．3〉
（嵯．魂〉i

六　費1災害復瞬費1公

（25．暮〉i
）望む〔 （垂．蓼〉『 （i§書〉

i3編『
（蓬．2〉1

84§，3鍵

（2？．i〉

94，襲i・

（3．劔

嬢i7憩2i
（i3護〉i

43，艇21
　　　｝
（雀．4〉1

33．i護1 8．35 4．52i 3護3i 登3・8η

2饗l137茎ll認

　蛋一一6．き6
福島察毒町轡雛数年鞍よ静

　前鐵灘趨走或と原子力毒中に1「地域の翻意季こよる

振興事｛翰　という一筋がある。匿ごく鰻られた範

麟，特定の分野ではあるが，地域嚢体の翻意工夫

によって，地域振興への努力も試みられている涯

（麹．塞レ21一携として，双葉町のダ多角的な振

興策で強羅な農業基盤を築く」農業行政撚挙げら

れている。そこで紹介されているのはギ農業機械

銀行∫罫家憲導入基金麟度ま罫ハウス栽培の振動

および「ミニライスセンター淫である。欝髄年度

予算の農業費でこれらを見れ，ぱ，農業振興費の

ダ農業機械更新補豹金藩2臆万勝，駝き土壌消毒

機購入補助金涯288万霧，地域農業整備促進活動

事業費の誓家畜導入事業資金供給事業補麟金ま

稔2万鰐といったものに一般財源が篤いられてい
る．

　商工費経連で通蓬省のギ電離地域産業畜成支援

事業雄がある。双葉町では欝85年度から3か年鵜

これが実施されたが，中心になったのは海店街振

興策である。「産業育成どジョン作成及ぴ地域雛

発奮鍔家招聘事業まとしてたとえば欝87年度約

627万聾が注入され，専鱒家を招いて地元の謹選

代化羅究会」の検討をすすめると同時に薬毒計懸

コンサルタントに灘篠活権i秘ビジきンの馨1成が委

託された。溝費者と経営者の意識調査も実施され

ている。この事業は双葉町中心毒街遷のまちづく

瞬こ少なからぬ麟激を与えたといわれてお諺，こ

れが契機になって臨業者の2つの纏域綴織（それ

ぞれ離農舗簾鍛〉の発足をみた。

　原発による多額の難激薮入が線証される申で町

の露豹努力がなおざ獅こされ，そのことが議会の

塔設要請淡議という形で螺的に露呈したのではな

いか，と静う評懸はあらわれて当然だが，果たし

てそれが当たっているかどうかは態単に擬定でき

ることではない。ただ容易に想像できるのは，．t

述の商業振興を擁にとってみても，新たな振興ど

ジ望ンが作1成されこれから具体化され’ようとする

過程で，かな駐大燦摸なハード事業がそこに織蓼

込まれがちであろうということである。原発立地

によって浜通警地域の溝費者の購買懸は広域化し

てお馨，爵業における地域穰競争は激化している．

麟方で，公共施設の建設についてはきわめて余撫

のある台僻事椿を町は一度経験しているのである．

②　むすび　　電源地球敬策め基本問題

　地域麗発誌の古典的テーゼを手がか瞬こして考

えてみよう．

　F先進雛域からの工業の分激は，後進地域にお

けるおくれた工業（地域産業，民族産業〉を駆逐

し，後進地域の§立的発展の芽をつみとると疑時

に，この地域を一そう大きな経済変繋の中にまき

こむ。さらに工業は分散しても，財敢・金離は集

幸する。むしろ後進地域への新しい工業の進餓に

よって，その地域が停滞よ琴動態に転ずるならば，

地域的に集中した財政・金離にとっても，新しい
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電源立地捉遷凝致の地竣的展開 （62鱗

投資の場謬テがき鞍ひらかれたことになるのである。

しかし先進地域の投資戦酪の穀象となった後進地

域は，たとえ新たな工業を地域海紅もつようにな

っても，かえってそのために露立的発展の道をと

ざされることになるであろう。そして，経済変動

の中で発生する失業多発匙帯や，衰退産業地帯絃，

ようやく財政支鑛によってカバーされることにな

るだろう。ま（轟蒸彦蔭地域鷺発の場代的憲義ま

欝63．著伜集第4巻．有斐瞬欝83〉

　エネルギー産業施設である原子力発電所の立地

が，農村地域に大きな歓会的・経済的優撃を与え

ることは事実である。が，それがヂこの地域を一

そう大きな経済変嚢の中にまきこむ淫ことになる

や否やは微妙だ。エネルギー僕給部霧を擦い地織

独占を保護された電力会縫の経営は，馨家的に支

えられている。また投肇資本額の膨大さに起し雇

欝畷駿力の著しく小さいこ二とが幾懸垂こされるほど

技術的に省力化のすすんだ原発では，合理髭投資

による大量醸首が遷域幾題に発展するといった璽

謹性も考えにくい．むしろ地蟻との産業連縫の乏

しさ＝立地の掻立性が開題になるのであ馨，立地

の諜に一層寺的インパクトを与えた後は，電力企業

は地域にとって羅大ではあるが誇かな存在に立ち

返るのである．「先進地域の投資戦略達といって

も，天然資源や労働力資源の確繰がここでの投資

戦略の動機になっているのではない．そこで確繰

されているのは原子力立地を再龍にする衰然環境

と桂会環境にほかならない．それは轟きにつけ悪

しきにつけ，もはや瞬発葺の名を冠するにふさ

わしい内容をほとんど持たないと考えるべきだろ

う．疾業多発地帯や，衰退産業地帯は，ようや

く購政支鑑によってカバーされることになるだろ

うまと島民の遠べている事態が，原子力立地の場

合にあっては完全に転聾した形であらわれるのも

そのためである．電源立地縫進財政は企業立地の

繕果もたらされる地域襲題に穀延するための麹域

致策手段ではなく，企業立地そのものを可能にす

るための手酸であって．その眼蓼では，石瀬化学

コンビナート誘致のため海岸地籔を埋め立てて破

格のコストで縫供したかつての高度成長型地域雛

発のケースと覆ている。ただ，そうした財政措置

を講じるの麟地方公共懸体ではなく国家である点．

およびそこで購われるの麟工場矯地ではなく　F舞

境達である点に大きな差異麟ある．電離三法を柱

とする原子力立地促進難政は，罫騰発窪の実質を

持たないこのような企業立地に少なくとも曝讐

発墨の契機としての機籠と盤置づけを与えようと

するものである。それオ壌論晃どお瞬こ劾を奏す

るかどうかを見極めるのがここでの課題であった。

　有数の電源舞：である篠島寮内には電源立地経連

の巨額の難敵取入が流れ込んでくる．その最大部

分が電源立地捉進講策交付金で，これは浜遜絵電

源地帯に集中的に投下されるが，瞬発まの導獲た

る機能をこれに発揮させる上で，iつの露雑な状

溌がそこにはある．それは，この地域の業懸樋会

的条件がかな警懸盤の水準にあ静，典型的には縫

会基盤投資があらかた道驚整備に費溝さ蕊てしま

うという事情である、農業経連の基盤整備は．確

かに地場の産業との桂会的・経済的摩擦を緩秘す

る役麟は惟うことができるにしても，新たな産業

基盤を形成するというよ吟農替の莫霧社会的条件

を星縫重みの水準に携き上げることで糖一纏不とい

うのが現実ではあるまいか。

　ところで，電源立地縫進講策交付金の健途が銀

定され’ていることが，この鰯度の鶴力を殺いでい

るとの撫摘がしばしばなされる。しかしながら実

燦のところ，飯に綾途の舗約を完全に解醸してみ

たとしても，》、つたい事態形どれだけ変化するか

はいささか疑闘であると思われる。双葉町の場合

に，該燃料税交欝金解三法交替金をヂ質的に補

完達するもので絃なく単に「量的憲こ補完圭するも

のにとどまっているのがその舗証である。

　原子力発電麓設等霧辺地域交付金は電気料金サ

イドから瞬発達魏果を猛ったものであった。た

だこれは瑳行法上の舞納から不完全なものになら

ざるを得ず，また電源三法との整合性（隣接毒隣

村への醍分／を舞った結果として地域的格差纏小

に逆行するような事態を捲いた．電力移鐵漿等交

付金を濃霧した企業誘致綻進策においても晃られ

たように，穀象禁城が一定程度広域化すると，駿

存集積の大きい地域が比較的多くの利益を取得し，

圏域内簸域格差がむしろ拡大すること解あるわけ
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（63書〉 癌島大学地域暴発　第3巻　第違警　懲92．3

だ。演葉i警は原発漸在町の最誌蜷で蓄趨圏やいわ

き憲から最も距離潜ある。飽の原発霧在驚で望鄭毒

基盤の整備解進展すれば，双葉跨の江地の利達は

癩韓的垂こ一屡悪イヒする恐れ，もある．「広壌化」を

手法とした新たな振興方策の展講ぶ模索されてい

るが，そこでは調整露難なさまざまな簸域利害麟

錯綜するに櫓違ないのである。

　双葉町は交種金の交鍔額ぶ沈較的少なかったた

めに，璽荘，都畜基盤の整備において纏の立地町

の後塵を鐸する地種にある。しかしそのことが，

遍大な公共施設の建設による購薮負極に直面する

というヂポスト原発膣周題から，双葉警を癩鷲的

に輿趨な位置に置いていることも事実である。道

路整備に交付金の遍辛を注ぎ込まざるを得ないよ

うなr縫会資本壽不足の状溌が，結果的にぷスト

段躇の財敢闘題を軽微にしたといってもいい．こ

の地点からならば，原発に遍渡に依存しない行財

政運営に転ずることはそう罐難ではないのではな

いか。r塔設」が双葉町にとって不驚選の選毅鼓

であるとは，少なくとも財政面から見る鰻む考え

にくい．

　しかしながら，堰設論が現段階で覆実性に乏し

いとしても，将来，それが窮実な響きをもって論

じられる縛蟻の訪れることはまず確実である．そ

れは蕪島第一原発の各癖が羅久期猿をすぎて廃癖

の段階を遵えたときである．原発の雇罵劾栗が小

さいことはしばしば講じられている．確かに投下

される資本の盤額なことと比べ，また建設蟻闘牛

のブームの時期紅比べれば，運転顯始後の常絹労

鰻者麓濡ははなはだ少ない。けれども，もともと

人£簿が稀薄で勉にめ緩しい事業藩のない双葉穰

にあって，原発の蓬購は決して軽椀できない大

きさをもっている．第盤表は双葉瞬姦住者で発

電疹テに雇灘されている人員の数を示したものであ

る．懲85年蟹勢調査での鱗葉町の就業末羅総数は

2，7器人であったから，およそ鍵パーセントすな

わち3人にひとり近くは発電霧によって生計を営

んでいる誹算である。

　問題は，農耕過疎地域にとって糖端的には穏当

多数の労働力を藪敬する発電所が，そ轟轟体産業

連濁的波及勤果をもっていないために雛綾産業の

多様化に結びつかず，そこに一種の薪モノカルチ

ャー的地域産業構造まが形成されてしまうことで

ある．いわゆる全美織下町現象である。廃姫後に

新塔設を得なわなければ．大聖工場霧鎖や鉱毒の

欝欝に見舞われた企業械事町と購様の深麟な鍾綾

羅題がかな瞬の確率で発生する可能性がある．そ

の意喋で，増設幾題嫁，こと財政問題にとどまら

ない欝造的な盤賂をもっていると震うべきである．

もっとも，普通一般の金業籔下購では，特定匙竣

に大総模事業駈蕃下請け企業群の広い露野を形成

していて，「城主まの合礫化ないし撤退が広籔な

渡艮的影響を地織に生ぜしめるというの潜開題

の構造である。こ為に韓し発電辮はそのような産

業・企業連関を地簸にもたないという違いがあ鯵，

この差はたぶん重要な意殊をもつ．ともかく，織

子力地帯の地域政策がそうした段蔭の到来を十分

に想定したものでな轄“ればならなセ・ことは琴董らか

であろうと、想う。

第賛表 発電藤鞍雇環考数（双葉町／

　　　　　　欝欝．7．i堤窪

…業�ｶ無F
合訴

ミ　　　　　　　　　　　　モ

饒隆蝕
　　　　　　　　　東京電力資料よ静

態馨奪連企業とは東蕉電力と資本疑篶のある総連

　会蛙（子会祇）で，蕩力奮業とはその難の麗

　連会縫を捜す。

　さて．ゼ双葉原子力地区の醗発どジ嚢ン書とい

う調査幸蓑告書がある．調査垂ま福島梁金醸開発部の

委託で行なわれたもので，報告をまとめた「双

葉原子力地区調査委員会」のスタッフには東京電

力・東詫電力・建設省・通産省・農林省のメンバ
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電構立趣綻進難政の地簸鶴居聡 （§3葺

一も趨わっている。鞍告書はi蟹｝8年3∫警こ鐵され

ているが，橿島桑浜遜む原子力地区の地域振興を

論じた最携の文書として貴重なものだ．そして

そこでの結論は鵡的に次のように記されている。

f双葉地区は数欝年先はともかく，その工業立地

条件からみて原子力発電辮以外の大工場の立地と

いう薩からみて，多くをのぞみ得ない地域でもあ

るので，むしろ原子力発電地帯に徹底し，県とし

ては只見水系の揚水型発電の再醗発などを含め，

電力僕給桑としての地歩を確立するようつとめ

てはどうか．そして原子力地域としての醗登を

この双葉地竣の露発達念とすることも考えられ

る。注（嚢．懲

　双葉町をと吟まく幾筏の経済騰勢は．欝68年す

なわち24年前とむろん瞬じではない。しかし澄葉

地区がそもそも原発以外の大工場立地を望み得な

い地域であるかどうかは議講の余地があるにして

も．むしろ環にいま原麗が存在することによって，

原発以外の大工場立地が望みにくくなっているこ

とがもし事実だとすれば，結局事態は属じことに

爆養する．いずれにせよ，問題をこのように考え

てくると．双葉地域の往浸や霞治棒当局者が，原

登誘致にあたって恐らくは将来に展望していたで

あろうこの地域の毒律的発展への軌道を敷くこと

が・いかに緯書の多い課題であるかをあらためて

認識せざるを得ない。そして，こうした課題の下

で電源立地盤進財致麟穫に期待されている役麟と，

これまで見てきたようなこの財政難穫の実態との

間に，権議の野離のあることも覆いがたい事実

であろう．それは結局，電源地域政策がパブ肇ッ

ク・アクセプタンスすなわち立地促進のための一

手霞としての癒置づけしか与えられて来なかった

からであ辱，長蟻的な展望をともなった地域政策

としての実質をもっていないからである．

　原子力立雛をめぐるこの基本的な地域襲題への

解答が鱗確に承されない緩む，原子力立地のパブ

婆ック・アクセプタンスそれ嚢体も，ますます曝

難の度を擁えていくに梅違ない．

　　　　　　　　　　　　　　（玉鱒2．2．竃8続稿／

濫

葺通産省の懲92年度予算案には，電源露発健進

　爆策特溺会謙の中の電線立地特震交盤金の賠蟻，

　r電漁立地逡域澱離水等講策費補豹金涯および

　F電離立地地駿灘離水等広絨薄策費変替金」（各

§｛｝癒1聯の新設が盛警込まれた、地場水産業対

策である．馳絨活性髭イベント事業」への補饒

　も謙薩されている・また，新設立地集に藩王後

　5年腿毎年鐙鐘聾を交付する鱗穫，あるいは工

業醗地造絞事業への利子補給金譲渡も予定され

　ていると馨じられて》、る。これ，に欝して早速，

　鼕鼕設舞整葦菱の霞治体オ〉ら　f罐設か琶署設分垂こも、鬱葱

　ぶ及ぶようにまとの声が一とがつた．（響螢．稔、8

　各鋤

2／櫨稿罫電源立地縫逸材敬譲度の蔵立言醸学講

　集書5§纏，簿醗．3

3〉　1至1漁二庁の委託畢こよる講糞i鞭告である。　「エネノレ

　ギ一線給地域垂こおける定住購懇の実理を選るた

　めの施策のあ静力に絶する縷説，及びその施策

　の一つとしての地域溺エネノレギーコストの設定

　に麗する縷説達を羅的とする．地域勝エネノレギ

　ーコストと轍世襲するに地域攣1電気料金難度の

　ことである。なお，講i査スタッフの中には東覚

　電力経鼻童名と蟹土庁職員3名が換わっている．

護〉麟擁機稿第嚢章参窯。

5）漁業を主たる地場産業とする美浜地籔の場合

　には，漁業鶉購経合がかつての漁業権管遜緯会

　的羅織から養薙漁業の事業主捧へと犠変わ吟ず

　る等の，櫨島地区とは異なった祇会変秘が鞍慕

　されている。

参考文献

　ゼ原子力と地域涯に臠して多少とも実証的なもので，私の手元にある文献を掲げる。ルポルタージュ

の類は除いた．

［鷲（雛〉国土計癒協会ゼ双葉原子力鰹区の醗発ビジ葺ン葦欝68．3

121嚢本原子力産業会議罫原子力施設と地域麺会一続謙的調査一書欝6琶8
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（632〉 藩島大学逃絨醗究　第3巻　第璽号　簿望．3

131馨本科学者会議窟都支部ゼ源子力発電と住蔑一若狭湾大飯発電暫建設讃懸をめぐって一曇欝72．4

［磐岩内鄭操業協繕継合『漁民の欝でみた原登一原子力発電瞬見学調査鞍告書一壷鐙73．7

1鑓浜羅洋髄域醐発と岩丙原発璽詫海道経済醗究所ゼ詑海道の地竣雛発雲欝？3、7

［63深井ゼミナール源子力発電と地誠露発一詫海道岩宇・着装湾実態調査報告一3ゼ立命館産業

　　鷲会学会学生論集葺第6号欝縫

1鑓（財1政策科学硬究訴ゼ地壕歓会振興整備に麗する調査一癖島梁瀬通撃地域の振興事業誹麟の

　　検討一濃欝76、3

［81町欝俊彦罫電源三法と町財政一大熊町の場合一」講本科学者会議『竜機における原子力発電と

　　地蟻縫発壽ig7§．i2

1麟下車尾勲ダ原発建設と労縫方移麟一とくに原発完成と雇罵開題に縫達して一王嚢本科学者会議

　　　『危機垂こおける原子力発電と地域1講発雲董976．i2

巨鱗工藤勲瞭子力発電と地場産業心覚海道岩宇地域を中心に一葦鞍本科学者会議ぎ危機における

　　原子力発電と地域麗発蚕驚76、稔

li擁安食幸雄源発と地方難敵縄題達嚢本科学者会議罫新しい亀機における原発オ鯵78．3

農21欝欝俊彦源子力発電翫立地と地方財政ま安斎育鑛編蓼纒説原子力読本垂合同鐵蔽欝欝．2

［錘1共融・溝原発農業影響調査攣謬地壕経済と農業に与える原子力発電湧建設の影響に麗する実態

　　講壷鑿告蚕繭鑓農業協講縫合欝欝．3

1欝｝鐸本原子力産業会議蓼地域行政鶏題等醗究会報告書妻簿8倉、3

1縦北海道農務部農政諜ゼ原子力発電藪の立地に伴う農業影響等調査報告書灌欝総．鰺

駿7レ1・羅清ゼ原発立地と地方難敵への影響について（至畷董・1欝」郵絹発論集妻婚綴．3．鯵82、3，

　　ig83．3

巨絹（財／致策科学懸究翫『地域懸エネルギーコストの地域闇発効果に離する講査蓋簿獲．3

縫弱麟土庁計薩・調整局ゼエネルギーと地域政策葺ぎょうせい鯵雛．5

診硝鍍遺精一際子力発電羨と嚢治体財蜘ζ都南闘懸垂欝雛．鎗

［2鳶（難）九擢経済調査鰺会『電源立地と地域経済一佐賀娯玄海町における影響と勃果一書懲82．8

⑫2｝饗本科学者会議奈都支離漂子内周題委員会r着装原発轟欝年の決算3謬京都民串縫欝82．鴛．5～

　　玉983．5．22

［231五殊大典匿システム・ダイナミックスモデルによる原子力発電漸立地の経済勤果分新輩韓本立

　　地センター影醗究年報購臨．欝声欝83

緯壌舞本原子力産業会議ゼ地域娃会と原子力発電霧雲懲縫、2

諺鑓三菱総合覇究誘ゼ電瀕地域定住圏整備誹醸策定調査鞍誓書垂簿84．3

1261杉本栄次練子力発電携設置の財鼓動果一敦賀市の場合一」藤本科学者会議『原子勇発電とい

　　のち・くらし違欝8蓬、3

舞宥藤岡純…・中谷武雄・井本正人「窪撰町産業の発展と財致3馨本科学者会議『原子力発電とい

　　のち・くらし避欝8嘆．3

諺鏡新藤宗幸ζ電源立地と電源3法交付金嵯嚢本エネルギー法醗究霧ゼ電源立地をめぐる法的諸幾

　　題雲鯵毅．5

12弱大材謙二郎「電源立堰と地域整蜘舞本エネルギー法醗究携罪電源立地をめぐる法的諸簡懸

　　豊98蓬．5

13射闘醸知弘匿原子力発電の経済的諸周題ま男公害暴究壽懲84、7

13葺安楽守殻r漁業権と女癖原発のかかわ鞠籔奉科学者会議ζ地域鮭会と原子力発電垂欝84
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電源立雛縫進灘腰の地壊豹展醗 （§33〉

舞21富絨シンぷジウム実行委員会ワーキング・グループ軒女燐原発と地域経済達醸本科学者会議

　　　ゼ地域歓会と原子力発電垂ig麟

鰺3！溝水修二薪地織歓会の変貌とポスト原発開題」田本稗学者会議『地裁縫会と原子力発電垂欝艦

影4！黎本原子力産業会議ゼ原子燃料サイクル施設立地縫会饗境調査鞍告書垂欝艇

［3鑓守友総一ヂポスト原発下の地域振興の穫索一轟轟県懇村瓢蔀露材農業調査報告一まζ棄靴経済露

　　簿85．3

鰺鑓笹生仁編ゼ地域と原子力雲実業公報縫簿85、3

鰺71三重禦ぎ原子力発電漸先行他事醗調査報告書凄惨85．6

［3瞬出鱗充夫幅島漿漫還穆の趣域麗発と沿岸漁業」北舞本渡業経済学会蓼詑舞本漁業薄恥、蔦，

　　亙985、§

捻鑓福島禁教連教育砺究湧ゼ原発による地域擁発と教育ま『教官醗究悪癖究報告書垂蜘、88，鯵85．紛

雑鑓資源エネルギー庁公益事業部ζ電源三法ハンドブック垂馨本立地センター鯵85．難
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